
　募集要項  【エントリー〆切：2025年4月14日(月) 10時】

■プロジェクト内容（予定）
さまざまな人の知恵や技術を掛け合わせて何かを生み出していくことは、編

集の力のひとつです。BYEDITは、「編集」の力を使いながら、ウルトラファ

クトリーから新たなメディアを立ち上げるプロジェクトです。1年間ゆるゆる

と編集会議をしながら、「メディアをつくる」「出来事をつくる」を実践し

ていきます。加えて、ウルトラファクトリーの機関紙となる『THE ULTRA』

の編集・制作を担当。過去には4か国語表記や、すべて開けばA0判型（長辺

1m以上！）となる巨大な紙面、ファクトリーを活用したファッション写真撮

影などの企画を実現しましたが、今年度の編集方針、企画案などは集まった

学生と編集会議を重ねた上で決定します。

実施期間　　2025年5月－2026年2月

活動場所　　ウルトラファクトリーを中心に

活動日　　　毎週1回[前期：水or木曜、後期：火or木曜を予定]

　　　　　　18:00～20:00の編集会議を軸に活動します

■スケジュール
4月14日（月）　エントリー〆切（10時まで）

4月22日（火）　17:30～　面談（申込者全員）@Zoom

4月28日（月）　選考結果をメールにて連絡

5月1日  （木）　18:00〜　キックオフミーティング@ウルトラファクトリー

※上記は現時点での予定です。変更の可能性もありますが、

各日スケジュールは空けておいてください。

2025 ULTRA PROJECT

BYEDIT ｜多田智美・竹内厚

■単位認定
あり

※通年の活動参加で、プロジェクト演習科目／ウルトラ・プロジェクト1

（準正課）2単位を申請予定

※大学院生の単位認定は、スチューデント・オフィス（大学院担当）より

お知らせします。

■募集人数
10名程度

■応募方法
エントリーフォームより必要事項（志望動機／ 自己PR）を入力し、応募し

てください。別途、「今、気になってる人25人を列挙ください。（有名無

名は問いません。また、その理由までは書く必要はありません。書式自

由）」提出締切［4/14（月）10時］までにデータまたは用紙にて提出して

ください。データで提出の場合は下記のメールアドレスへ送付、用紙の場

合はウルトラオフィス（至誠館4階）まで持参ください。書類選考を経て、

ディレクターとの面談、キックオフミーティングを行います。

※エントリーフォームへは、特設サイトプロジェクト一覧の末尾にある

【ウルトラプロジェクトのエントリーはこちら】から

■お問い合わせ
不明な点や質問は、ウルトラファクトリー オフィス（徳山・浦田）まで。

TEL  075-791-8482 　Email ultrafactory@office.kyoto-art.ac.jp

https://kyoto-art.cybozu.com/g/mail/exchange_history.csp?aid=237&cid=2562&mid=19786&email=ultrafactory@office.kyoto-art.ac.jp&sf=


◾ 今年のBYEDITどんな感じにやりますか～という話 
　　　…これまでのBYEDITで行ってきた編集の実験を振り返りつつ、今年度をどう進めるか、ふたりのディレクターが相談しました。

子どものころの創作物からメディアをつくる　 
芸大生が子どものころに描いていた絵や日記、提出物
などを集約して冊子化。ただ思い出として掲載するので
はなく、今の目線でツッコミを足していくことで誰も
が読めるものに｜「ハリセンもって会いに行く」

※続きは、学生のみなさんともBYEDIT編集会議で……👋
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トークイベントと同時進行で複数の制作が進むイベント 
壇上でのトークイベントにあわせて、副音声のようにいくつかの制作も
同時進行。料理、ロゴ考案、テーマ音楽づくり、スケッチ……イベント
の最後にはその成果物をみんなで共有する。｜オッス！ 編集　　

出来事

1日で即興芝居をつくってその場を開く 
ウルトラファクトリーで殺人事件が起きた、の設定だけ
を準備して、演劇人とともに1日WSで芝居をつくる。

対談の実施と文庫本の形での記録　　 
思いがけない顔合わせによる対談を企画し
て、その内容を1冊の文庫本として収録。 
｜「BYEDIT BOOK」

辞書のフォーマットを借りた自己紹介　　 
自分を構成するもの、気になってるものや好き
なもの嫌いなもの、口癖などを辞書形式でまと
めることで、赤の他人でも興味を持ってどこか
らでも読める紙メディアに。｜「いきじびき」
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ラップで説明書　 
ラッパーによる1日WSで、ウルトラファクトリー
の機材説明をラップ化。最後にパフォーマンスと
して披露するとともにMVとして記録。
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□これまでBYEDITでやってきた編集の実験 

□今年はこんなことをやってみる!? 
・『はじめての老い』を刊行した名物編集者のトークイベント（5月中旬＠graf porchで予定）をいかに面白い場に変えることができるか 
・真面目なインタビューや対話をどう伝えるかの一方法として、人形劇や“シュールなVTuber”のようなやり方（見えかたの再編集）を試みる 
・”ひとりしゃべりラジオ”をウルトラプロジェクトの全メンバーにまわすための方法論を考える 
・バイリンガルマガジン『THE ULTRA』を企画・編集する









□BYEDITディレクターの紹介

［最近の仕事5つ］ 
｜月刊誌『SAVVY』で毎月関西のアーティストを取材する連載記事が80人目に 

https://www.lmagazine.jp/savvy/ 
｜名古屋市の港まちで編集に携わってきた『ポットラック新聞』は20号に到達 

　https://www.minnatomachi.jp/potluck_shinbun/index.html 
｜住宅建築家38組のアトリエを訪ねての作品集制作（青幻舎・刊） 

　https://www.seigensha.com/books/978-4-86152-952-8/ 
｜ごきげんなひとり住まいを探った『オトナのひとり住まい』本の編集 

https://www.a-crafts-event.com/ohohitohon

｜豊岡市での豊岡演劇祭のウェブサイト編集 

　https://toyooka-theaterfestival.jp/ 

［気になっていること３つ］ 
｜ラジオ番組から生まれるいい具合のコミュニティ感 
｜数年前にここに書いたときは男のスカートでしたが、今の関心はネイルへ 
｜鳥の鳴き声と飛んでいる姿のこと

竹内厚 Atsushi TAKEUCHI 
編集者、ライター 
Re:S 
https://re-s.jp/

［最近の仕事5つ］ 
｜コクヨのヨコク研究所＋MUESUM(弊社)＋吉勝制作所によるリサーチ活動<GRASP> 

　https://yokoku.kokuyo.co.jp/project/grasp/　https://graspmates.site/ 
｜50年以上続く奈良の福祉施設・たんぽぽの家のリクルートサイトの編集 

https://recruit.tanpoponoye.org/ 
｜第18回ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展に共同キュレーターとして参画 

　https://venezia-biennale-japan.jpf.go.jp/j/architecture/2023 
｜大阪を誇る建築家集団ドットアーキテクツ初の作品集の編集 

　https://jp.toto.com/publishing/detail/A0400.htm 
｜『東京藝大の学生と教員が探る「文化的処方」の種 
　 「I LOVE YOU」プロジェクト2023 ドキュメント』(東京藝術大学）の編集 

　https://kyoso.geidai.ac.jp/detail.php?id=UdypR8OH 

［観察していること３つ］ 
｜音読の可能性 
｜非言語的なコミュニケーションや協働のヒントになること（バンド、ホットプレート料理など） 
｜なにを食べたら、なにが出るか

多田智美 Tomomi TADA
編集者 
株式会社MUESUM代表／株式会社どく社共同代表　 
 http://muesum.org/　https://dokusha.jp/
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